
6

◆ 教育に使われる税金

豊かな生活環境をつくるためにも、税金は使われています。

　現在の交通社会を支える道路をはじめ、下水道や公園などの公共施設を社会資本（インフラストラク
チャー）といいます。これらの社会資本を整備することは、わたしたちが暮らしやすい環境を実現する
ための大切な事業です。

総額　6兆828億円

　土木費は、道路や河川や公園などの整備を進めるとともに、施設の維持管理や災害対策、
バリアフリー化への対応など、すべての人が安全で、安心して暮らせる生活環境をつくるために
使われています。

国の公共事業関係費
（令和6年度当初予算）

17億円（1.5％）

465億円（39.6％）土木費
1,174億円 （道路や橋などの整備や

　　　維持管理のために）

319億円（27.2％）
（河川や海岸などの整備や
　　　　維持管理のために）

111億円（9.5％）

73億円（6.3％）

37億円（3.1％）

（まちづくりや公園の整備のために）

48億円（4.2％）

（鉄道ネットワークの強化や
 建築物の耐震化などのために）

道路
橋りょう費

河川海岸費

土木管理費

砂防費

（土砂災害を防ぐ工事などのために）

100億円（8.6％）

（公営住宅の整備のために）

住宅費

都市行政費

その他

都市計画費

神奈川県の土木費
（令和6年度当初予算）

総額　1,174億円

住宅都市環境整備事業費
7,303億円（12.0％）
（住宅建設などのために）

（港や空港などの整備のために）

推進費等

782億円（1.3％）

（風水害を防ぐ工事のために）

（農地や農道の改良などのために）

1兆6,715億円
（27.5％）

（公園などの整備のために）

きばん

こうわん

ちさんちすい

公共事業
関係費

6兆828億円

社会資本総合整備
事業費

（町の整備や 住宅支援のために）   

道路整備
事業費

1兆3,771億円（22.6％）

（道路をつくったり
直したりするために）

治山治水対策事業費
9,548億円（15.7％）

農林水産基盤整備事業費
6,080億円（10.0％）

港湾空港鉄道等整備事業費
4,037億円（6.6％）

公園水道廃棄物処理等施設整備費　1,968億円（3.2％）

623億円（1.0％） 

災害復旧等事業費

国の
歳出

5.4％

県の
歳出

5.6％

この内訳を
見てみましょう。

この内訳を
見てみましょう。

◆ 公共事業に使われる税金

令和元年10月令和元年10月 令和5年3月令和5年3月

【自然災害からの復旧】【自然災害からの復旧】 台風などの自然災害で被害が出た道路、河川、砂防など、施設の復旧にも税金は使われています。台風などの自然災害で被害が出た道路、河川、砂防など、施設の復旧にも税金は使われています。
・令和元年東日本台風で斜面が崩落した国道（箱根町仙石原）


